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まちだ健康づくり推進プラン（第５次町田市保健医療計画）（素案） 

パブリックコメント実施結果 
 

 

「まちだ健康づくり推進プラン（第５次町田市保健医療計画）」の策定にあたり、下

記のとおり意見を募集いたしました。貴重なご意見をお寄せいただきありがとうござい

ました。ご意見は本計画の策定および今後の市政の参考にさせていただきます。 

 

 

１ 募集期間 

  ２０１７年１０月２日～２０１７年１０月３１日 

 

２ 意見の募集方法 

  町田市ホームページへの資料掲載の他、公共施設で資料の閲覧・配布を行いました。 

 

３ お寄せいただいた意見の内訳 

  ７名の方から２４件のご意見をお寄せいただきました。 

 

４ 寄せられたご意見の内訳 

 

 

項目 件数 

計画書について ４件 

施策について  

 

 

 

健康づくり意識の向上について ２件 

自殺予防、ひきこもり支援等について ３件 

身体活動量、運動量の向上について ３件 

食生活・食の安全について ４件 

受動喫煙対策について ２件 

がん予防について １件 

子育て支援について １件 

医療について ２件 

その他 ２件 

合計 ２４件 
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５ ご意見の概要と市の考え方 

とりまとめの都合上、いただいたご意見は要約し掲載しています。また、同様のご意

見は集約しています。 

 

◆計画書について 

№ ご意見の概要 市の考え方 

１ この計画について、もっと広報

活動する必要がある。（同様 他２

件） 

ご指摘のとおり、積極的に広報活動

してまいります。 

２ 資料編に昨年度（２０１６年度）

のデータがあってもよいのではな

いか。 

ご指摘のとおり、可能な限り２０１

６年度のデータを掲載してまいりま

す。 

 

 

◆施策について 

№ ご意見の概要 市の考え方 

１ 【健康づくり意識の向上】 

第 4 次計画で目標を達成できな

かった「意識的に運動をしている

人の割合」を新しい計画の成果目

標に加え、割合を増やす努力が必

要。 

 本計画におきましては、「運動習慣者

の割合」を成果目標に設定しておりま

す。この成果目標の達成に向けて取組

んでまいります。 

２ 【健康づくり意識の向上】 

産業保健と連携した事業（働き

盛りを対象とした事業）を新たに

行うことになっています。働き盛

りの世代は、仕事を理由にして、健

康づくりをおろそかにする傾向が

あります。この取組みを推進し、成

果を上げてもらいたい。 

働き盛りに限らず、自主的に健康づ

くりできるよう普及啓発に取組んでま

いります。 

３ 【自殺予防、ひきこもり支援等】 

第 4 次計画でも目標が達成でき

なかった「身近な相談者がいる人

の割合」を成果目標としています

が、どうしてそのような結果にな

るのか、分析をおこなって自殺者

が出ない社会を作ってほしい。 

 因果関係を分析することは難しいと

考えますが、引き続き、自殺対策に取

組んでまいります。 



3 

 

４ 【自殺予防、ひきこもり支援等】 

労働者に対するストレスチェッ

クが義務化されたが、企業等では

たらいていない（自営業や専業主

婦など）のストレスチェックはど

うするのか。 

関係部署、関係機関と連携し、対応

してまいります。 

５ 【自殺予防、ひきこもり支援等】 

孤立を防ぐための施策も取り組

みが示されています。同時に独居

老人への対策も追加してはどう

か。 

関係部署、関係機関と連携し、対応

してまいります。 

６ 【身体活動量、運動量の向上】 

「ロコモティブシンドロームの

認知度」を 32.6％から 80％まで

引き上げる施策が載っています。

健康づくりには、現状を把握する

ことがとても重要であるため、ロ

コモティブシンドロームやフレイ

ルについて、その状態や意味を正

しく理解できるような啓発活動を

してもらいたい。 

ロコモティブシンドロームやフレイ

ルをはじめ、正しい健康情報をわかり

やすく普及啓発してまいります。 

７ 【身体活動量、運動量の向上】 

生活習慣病の予防には、若い世

代からの取り組みが必要であると

思います。若い世代に対する啓発

事業が必要である。 

若い世代に限らず、自主的に健康づ

くりできるよう普及啓発に取組んでま

いります。 

８ 【身体活動量、運動量の向上】 

高齢者が自主的に継続して活躍

できる取組みを推進してもらいた

い。 

高齢者に限らず、自主的に健康づく

りできるよう普及啓発に取組んでまい

ります。 

９ 【食生活・食の安全】 

“健康づくりの基礎は食生活に

あり”、そのベースとなる減塩を意

識した取りくみをあらゆる機会を

通じて全市民（特に、子供や働き盛

りの世代）にしっかりと啓発して

もらいたい。 

働き盛り世代に向けた健康教育事業

（減塩等の講習会）を年間通して実施

しております。 

今後も食生活改善の普及啓発に取組

んでまいります。 
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１０ 【食生活・食の安全】 

食の取組みの中心になっている

保健所、栄養士会、消費生活センタ

ーなどが一体となって、さらなる

取組みの強化策をお願いしたい。

（同様 他１件） 

栄養士会や消費生活センタ―をはじ

め関係機関と連携し食に対する取り組

みを行ってまいります。 

１１ 【食生活・食の安全】 

食の安全の問題について、広く

市民に啓発してもらいたい。 

情報紙の発行や講習会を通じて積極

的に普及啓発してまいります。 

１２ 【受動喫煙対策】 

「子供のいる場所でたばこを吸

わないようにしている人の割合」

が成果目標にありますが、駅周辺

に設置されている喫煙所や、飲食

店での喫煙など、たばこの被害は

後を絶ちません。たばこへの対策

については積極的な取組みをお願

いします。 

関係部署、関係機関と連携し、対応

してまいります。 

１３ 【受動喫煙対策】 

「子供のいる場所でたばこを吸わ

ないようにしている人の割合」の

ほかに、妊婦に対する受動喫煙の

影響についても啓発する必要があ

る。 

受動喫煙の影響について、子どもと

同様に妊婦についても、引き続き積極

的に普及啓発してまいります。 

１４ 【がん予防】 

がん予防やがん医療の取組みの

推進をお願いしたい。 

関係機関と連携し、がんの予防や早

期発見・早期治療に繋がる取組みを推

進してまいります。 

１５ 

【子育て支援】 

「子育て包括支援センター」に

ついても記載する必要がある。 

 計画書への記載はしませんが、「子育

て包括支援センター」としての機能を

充実させ、関係機関との連携により、

適切な支援が受けられるようにしてま

いります。 

１６ 【医療】 

大人の休日救急は輪番制のた

め、毎回広報を見て確認するのが

面倒。子どものように同じ場所で

センター化してもらいたい。 

休日・準夜急患こどもクリニックを

行っている健康福祉会館では十分な広

さを確保することが難しく、また、代

替施設の確保も困難なため、今後の参

考とさせていただきます。 
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１７ 【医療】 

今回の計画では、救急受診ガイ

ドの普及や、救急に関する普及に

ついての施策はありますが、病院

を増やす計画がない。 

病床数は、地域（二次保健医療圏域）

の人口等に基づき東京都が定めている

ため、市が病床や病院を増やす計画を

策定することはできません。 

 

 

◆その他 

№ ご意見の概要 市の考え方 

１ 

保健所と健康福祉会館とどちら

に行っていいのか、迷うことがあ

る。 

保健所中町庁舎と健康福祉会館につ

いて、違いがわかるよう周知徹底いた

します。 

また、「町田市公共施設再編計画」を

踏まえ、保健所中町庁舎と健康福祉会

館の集約について検討してまいりま

す。 

２ 体育館等の施設が市中心部に集

中しています。小山相原地区にも

必要である。 

関係部署にも周知し、今後の参考と

させていただきます。 

 

 


